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ルネサス SPDIF インタフェース送受信例 

要旨 
本アプリケーションノートでは、SH7268/SH7269グループのルネサス SPDIF インタフェースを使用して、

デジタルオーディオデータを送受信する方法について説明します。 

 
ルネサス SPDIF インタフェースの特長を以下に示します。 

• IEC60958 規格に適合（ステレオ、民生用モードのみ） 
• サンプリング周波数（44.1kHz、48kHz、32kHz） 
• 同時送受信可能 
• 受信モジュールは IEC61937 圧縮モードデータを自動検出可能 
 

対象デバイス 
SH7268/SH7269グループ 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分

評価してください。 
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1. 仕様 
大容量内蔵 RAM に格納した送信バッファのデータを、ルネサス SPDIF インタフェース（以下、RSPDIF）

のチャネル 0 に入力し、IEC60958 規格に適合したフレーム（以下、IEC60958 フレーム）を送信します。ユー
ザ情報およびチャネルステータス情報の転送には割り込みを使用し、オーディオデータの転送には、ダイレ
クトメモリアクセスコントローラ（以下、DMAC）を使用します。 

RSPDIF チャネル 0 から送信した IEC60958 フレームは、パスバック機能によって、RSPDIF チャネル 1 に
転送されます。RSPDIF チャネル 1 で受信したデータは、送信同様、割り込みまたは DMAC によって大容量
内蔵 RAM に格納されます。 

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1に動作概要を示します。 

 
表 1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
ルネサス SPDIF インタフェース（RSPDIF） SPDIF 送信および受信 
ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） オーディオデータの転送 
割り込みコントローラ（INTC） ユーザ情報およびチャネルステータス情報の転送 
大容量内蔵 RAM 送信バッファおよび受信バッファ領域 
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パス
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図 1.1 動作概要 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 
表 2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン SH7269 
動作周波数 CPU 内部クロック（Iφ）：266.67MHz 

内部クロック（Bφ）：133.33MHz 
周辺クロック 1（P1φ）：66.67MHz 
周辺クロック 0（P0φ）：33.33MHz 

動作電圧 電源電圧（I/O）：3.3V 
電源電圧（内部）：1.25V 

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 
High-performance Embedded Workshop Ver.4.07.00 

ルネサス エレクトロニクス製 
SuperH RISC engine ファミリ C/C++コンパイラパッケージ 
Ver.9.03 Release02 

C コンパイラ 

コンパイラオプション 
-cpu=sh2afpu -fpu=single. -include="$(WORKSPDIR)¥inc"  
-object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug -gbr=auto  
-chgincpath -errorpath -global_volatile=0 -opt_range=all -infinite_loop=0 
-del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 -nologo 

使用ボード R0K572690C000BR 
 
 
 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ

い。 

 
• SH7262/SH7264 グループ 初期設定例（RJ06B0998） 
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4. 周辺機能説明 
ルネサス SPDIF インタフェース（以下、RSPDIF）について補足します。基本的な内容はハードウェアマニュ

アルに記載しています。 

 

4.1 チャネル構成 
RSPDIF は 2 チャネル構成ですが、各チャネルの送受信方向は固定されています。送信にはチャネル 0 を、

受信にはチャネル 1 を使用してください。 

 

4.2 転送データ 
SPDIFでは、音声データであるオーディオデータの他に、ユーザ情報とチャネルステータス情報を送受信

します。そのため、これらのデータをRSPDIFのレジスタに書き込む（または読み出す）必要があります。図 
4.1に転送データをリードライトするためのレジスタ群を示します。32 ビット長でリードライトしてください。 

ルネサスSPDIFインタフェース

転送レート：

384ワード／ブロックチャネル1（L）
チャネル2（R）

オーディオデータ 送信モジュールDMAオーディオデータレジスタ（TDAD）

受信モジュールDMAオーディオデータレジスタ（RDAD）

DMACチャネル1（L）
チャネル2（R）
チャネル1（L）
チャネル2（R）
チャネル1（L）
チャネル2（R）
チャネル1（L）
チャネル2（R）
チャネル1（L）
チャネル2（R）

送信モジュールチャネル1オーディオデータレジスタ（TLCA）
受信モジュールチャネル1オーディオデータレジスタ（RLCA）

（DMA転送時は未使用）

送信モジュールチャネル2オーディオデータレジスタ（TRCA）
受信モジュールチャネル2オーディオデータレジスタ（RRCA）

（DMA転送時は未使用）
チャネル1（L）
チャネル2（R）
チャネル1（L）
チャネル2（R）

ユーザ情報
送信ユーザデータレジスタ（TUI）
受信ユーザデータレジスタ（RUI）転送レート：

12ワード／ブロック

チャネル1（L）
チャネル2（R）

チャネルステータス情報

送信モジュールチャネル1ステータスレジスタ（TLCS）*
受信モジュールチャネル1ステータスレジスタ（RLCS）

送信モジュールチャネル2ステータスレジスタ（TRCS）*
受信モジュールチャネル2ステータスレジスタ（RRCS）

転送レート：

1ワード／ブロック

 
【注】 送信モジュールは、各ブロックの送信開始時点の TLCS レジスタおよび TRCS レジスタの値を、チャ

ネルステータスの値として送信します。そのため、前回と同じ値を送信する場合は、レジスタの書き

換えは不要です。書き換える場合は、転送を行っていない期間（31 フレームから次のブロックの開始

まで）に行ってください。 

図 4.1 転送データをリードライトするためのレジスタ群 
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4.3 オーバサンプルクロックとサンプリング周波数 
RSPDIFを使用するためには、外部からオーバサンプルクロックを入力する必要があります。オーバサンプ

ルクロックの入力端子については「5章 ハードウェア説明」を参照してください。 

1 サンプル（=1 フレーム）が 32 ビット×2 チャネルで構成されること、内部で 8 倍のオーバサンプルが必
要であることから、外部から供給するオーバサンプルクロックには、サンプリング周波数の 512 倍の周波数
を設定します。表 4.1にサンプリング周波数に対応したオーバサンプルクロック周波数を示します。 

 
表 4.1 サンプリング周波数に対応したオーバサンプルクロック周波数 

オーディオデータのサンプリング周波数 オーバサンプルクロック周波数 
48 kHz 24.5760 MHz 

44.1 kHz 22.5792 MHz 
32 kHz 16.3840 MHz 

 
【注】 「表 2.1 動作確認条件」に示した使用ボード（R0K572690C000BR）に実装されている発振器は、表 

4.1のオーバサンプルクロックに対応したものではありません。回路を参照する場合は注意してくださ
い。 
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5. ハードウェア説明 

5.1 使用端子一覧 
表 5.1に使用端子と機能を示します。 

表 5.1 使用端子と機能 

端子名 入出力  内容 
AUDIO_CLK 入力 未接続 
AUDIO_X1 入力 オーバサンプルクロック入力 
AUDIO_X2 出力 未接続（発振子接続時に使用） 
SPDIF_IN 入力 SPDIF ビットストリームの入力 
SPDIF_OUT 出力 SPDIF ビットストリームの出力 
 

5.2 参考回路 
図 5.1に接続例を示します。 

SH7269

SPDIF_IN
AUDIO_CLK

AUDIO_X1

AUDIO_X2 SPDIF_OUT

N.C.

N.C.

CLK
バイフェーズマーク

エンコードされた

SPDIFビットストリーム

 

図 5.1 接続例 
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6. ソフトウェア説明 

6.1 動作概要 
図 6.1にサンプルコードのシーケンス図を示します。CPUがRSPDIFの初期設定を行い、オーディオデータ

のDMA転送を許可し、送信が開始されます。また、パスバック機能によって、受信も同時に開始されます。
オーディオデータは、DMACの継続機能によって、ソフトウェア処理なしで連続転送されますが、ユーザ情
報およびチャネルステータス情報は、割り込みを使用したソフトウェア処理で転送されます。ただし、送信
のチャネルステータス情報には、割り込みによる書き換えを行わずに、同じ値を使用します。 

CPU
DMACチャネル4

（送信）

RSPDIFチャネル0
（送信）

END

START

DMACチャネル5
（受信）

初期設定
初期設定

RSPDIFチャネル1
（受信）

オーディオデータの転送を許可

チャネルステータス情報と

ユーザ情報を書き込み

オーディオデータの

転送を許可
オーディオデータの転送

SPDIF通信

（パスバック）

オーディオデータの転送

チャネルステータス情報を読み出し

割り込み

ユーザ情報を書き込み

ユーザ情報を読み出し

ユーザ情報を読み出し

ユーザ情報を書き込み

 

図 6.1 サンプルコードのシーケンス図 
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6.2 ファイル構成 
表 6.1にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイル

は除きます。 

 
表 6.1 ファイル構成 

ファイル名 概要 備考 
main.c メインプログラム  
io_rspdif.c RSPDIF の初期設定  
io_rspdif.h io_rspdif.c のインタフェース定義  
io_dmac.c DMAC の初期設定  
io_dmac.h io_dmac.c のインタフェース定義  
 
 

6.3 定数一覧 
表 6.2にサンプルコードで使用する定数を示します。 

表 6.2 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
USER_NUMOF_BLOCK 1024 ユーザバッファサイズ（ブロック単位） 
SPDIF_OK 0 処理が成功した場合の戻り値 
SPDIF_ERR -1 処理が失敗した場合の戻り値 
SPDIF_PASS_BACK 1 RSPDIF のパスバック機能の設定値（1：許可） 
SPDIF_NUMOF_FRM 192 1 ブロックにおけるフレーム数 
SPDIF_NUMOF_CH 2 チャネル数（左チャネル、右チャネル） 
SPDIF_AUDIO_BUFSZ 192 * 2 オーディオデータ用のバッファサイズ（ロングワー

ド単位） 
SPDIF_USER_BUFSZ (192 * 2) / 32 ユーザ情報用のバッファサイズ（ロングワード単

位） 
SPDIF_CH1 0 チャネル 1（左チャネル）用インデックス 
SPDIF_CH2 1 チャネル 2（右チャネル）用インデックス 
SPDIF_STATUS_CH1 H'10100000 送信するチャネル 1 ステータスの設定値 
SPDIF_STATUS_CH2 H'10200000 送信するチャネル２ステータスの設定値 
SPDIF_UBO_BIT H'00002000 ステータスレジスタの UBO ビット 
SPDIF_UBU_BIT H'00001000 〃       UBU ビット 
SPDIF_CE_BIT H'00000800 〃       CE ビット 
SPDIF_PARE_BIT H'00000400 〃       PARE ビット 
SPDIF_PREE_BIT H'00000200 〃       PREE ビット 
SPDIF_CSE_BIT H'00000100 〃       CSE ビット 
SPDIF_ABO_BIT H'00000080 〃       ABO ビット 
SPDIF_ABU_BIT H'00000040 〃       ABU ビット 
SPDIF_RUIR_BIT H'00000020 〃       RUIR ビット 
SPDIF_TUIR_BIT H'00000010 〃       TUIR ビット 
SPDIF_CSRX_BIT H'00000008 〃       CSRX ビット 
SPDIF_CBRX_BIT H'00000004 〃       CBRX ビット 
SPDIF_CSTX_BIT H'00000002 〃       CSTX ビット 
SPDIF_CBTX_BIT H'00000001 〃       CBTX ビット 
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6.4 構造体/共用体一覧 
図 6.2にサンプルコードで使用する構造体/共用体を示します。 

typedef struct
{

uint32_t a_buf [SPDIF_AUDIO_BUFSZ]; /* オーディオデータ用バッファ */
uint32_t u_buf [SPDIF_USER_BUFSZ]; /* ユーザ情報用バッファ */
int32_t u_idx; /* ユーザ情報用インデックス */
uint32_t s_buf [SPDIF_NUMOF_CH]; /* チャネルステータス情報用バッファ */

}spdif_t;  

図 6.2 サンプルコードで使用する構造体/共用体 

 

6.5 変数一覧 
表 6.3にstatic型変数を示します。 

表 6.3 static 型変数 

型 変数名 内容 使用関数 
volatile spdif_t g_spdout SPDIF 送信用バッファ main、io_spdout_start、 

io_spdif_isr、 
volatile spdif_t g_spdin SPDIF 受信用バッファ main、io_spdin_start、

io_spdif_isr 
 
 

6.6 関数一覧 
表 6.4に関数を示します。 

表 6.4 関数 

関数名 説明 
main メイン処理 
io_init_rspdif RSPDIF の初期設定 
io_spdout_start RSPDIF 送信の開始処理 
io_spdin_start RSPDIF 受信の開始処理 
io_spdout_change_status RSPDIF 送信のチャネルステータス更新処理 
io_rspdif_isr RSPDIF の割り込み関数 
io_init_dmac4 DMAC チャネル 4 の初期設定 
io_init_dmac5 DMAC チャネル 5 の初期設定 
io_reload_dmac4 DMAC チャネル 4 のリロードレジスタ設定 
io_reload_dmac5 DMAC チャネル 5 のリロードレジスタ設定 
io_dmac4_dei4_isr DMAC チャネル 4 の転送完了割り込み関数 
io_dmac5_dei5_isr DMAC チャネル 5 の転送完了割り込み関数 
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6.7 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 
main 

概 要 メイン処理 
ヘッダ io_rspdif.h 
宣 言 void main(void) 
説 明 RSPDIF の送信モジュールと受信モジュールを初期化し、動作を開始します。 

以後、SPDIF 送受信を継続します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_init_rspdif 

概 要 RSPDIF の初期設定 
ヘッダ io_rspdif.h 
宣 言 void io_init_rspdif (void) 
説 明 送信モジュールと受信モジュールの初期設定を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_spdout_start 

概 要 RSPDIF 送信の開始処理 
ヘッダ io_rspdif.h 
宣 言 void io_spdout_start(void) 
説 明 送信モジュールへのデータ書き込みと DMA 転送の許可を行い、SPDIF 送信を開始し

ます。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_spdin_start 

概 要 RSPDIF 受信の開始処理 
ヘッダ io_rspdif.h 
宣 言 void io_spdin_start(void) 
説 明 受信モジュールの DMA 転送を許可して、SPDIF 受信を開始します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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io_spdout_change_status 

概 要 RSPDIF 送信のチャネルステータス更新処理 
ヘッダ io_rspdif.h 
宣 言 int32_t io_spdout_change_status (void) 
説 明 送信モジュールのチャネルステータス情報を変更したい場合に、本関数を実行しま

す。g_spdout.s_buf に値を設定してから本関数を実行してください。 
チャネルステータス情報のレジスタ更新は、31 フレームから 192 フレームの間に行

う必要があります。そのため、本関数では割り込みの許可のみ行い、レジスタ更新は

割り込み関数で行います。 
引 数 なし  

リターン値 SPDIF_OK（0）の場合、処理成功 
SPDIF_ERR（-1）の場合、更新中のため処理失敗 

 
 
io_rspdif_isr 

概 要 RSPDIF の割り込み関数 
ヘッダ なし 
宣 言 void io_rspdif_isr (void) 
説 明 RSPDIF の割り込みを受け付けた際に実行される関数です。本関数で割り込み要因を

確認し、エラー処理およびユーザ情報の転送、チャネルステータス情報の転送を行い

ます。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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io_init_dmac4 

概 要 DMAC チャネル 4 の初期設定 
ヘッダ io_dmac.h 
宣 言 void io_init_dmac4(void * src, void * dest, int32_t count) 
説 明 DMAC のチャネル 4 を設定し、引数で指定された転送元から転送先までの DMA 転送

を許可します。レジスタのリロードを許可し、転送完了後も転送を継続します。転送

完了割り込みは許可します。転送先には、RSPDIF の送信モジュール DMA オーディ

オデータレジスタを指定してください。 
引 数 void *src : 転送元アドレス 

 void *dest : 転送先アドレス 
 int32_t count : 転送回数 

リターン値 なし 
 
 
io_init_dmac5 

概 要 DMAC チャネル 5 の初期設定 
ヘッダ io_dmac.h 
宣 言 void io_init_dmac5(void * src, void * dest, int32_t count) 
説 明 DMAC のチャネル 5 を設定し、引数で指定された転送元から転送先までの DMA 転送

を許可します。レジスタのリロードを許可し、転送完了後も転送を継続します。転送

完了割り込みは許可します。転送元には、RSPDIF の受信モジュール DMA オーディ

オデータレジスタを指定してください。 
引 数 void *src : 転送元アドレス 

 void *dest : 転送先アドレス 
 int32_t count : 転送回数 

リターン値 なし 
 
 
io_reload_dmac4 

概 要 DMAC チャネル 4 のリロードレジスタ設定 
ヘッダ io_dmac.h 
宣 言 void io_reload_dmac4(void * rsrc, void * rdest, int32_t rcount) 
説 明 DMAC のチャネル 4 のリロードレジスタを設定します。 
引 数 void *rsrc : リロードする転送元アドレス 

 void *rdest : リロードする転送先アドレス 
 int32_t rcount : リロードする転送回数 

リターン値 なし 
 
 
io_reload_dmac5 

概 要 DMAC チャネル 5 のリロードレジスタ設定 
ヘッダ io_dmac.h 
宣 言 void io_reload_dmac5(void * rsrc, void * rdest, int32_t rcount) 
説 明 DMAC のチャネル 5 のリロードレジスタを設定します。 
引 数 void *rsrc : リロードする転送元アドレス 

 void *rdest : リロードする転送先アドレス 
 int32_t rcount : リロードする転送回数 

リターン値 なし 
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io_dmac4_dei4_isr 

概 要 DMAC チャネル 4 の転送完了割り込み関数 
ヘッダ io_dmac.h 
宣 言 void io_dmac4_dei4_isr(void) 
説 明 DMAC チャネル 4 の転送が完了すると、本関数が実行され、転送完了フラグをクリ

アします。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 
io_dmac5_dei5_isr 

概 要 DMAC チャネル 5 の転送完了割り込み関数 
ヘッダ io_dmac.h 
宣 言 void io_dmac5_dei5_isr(void) 
説 明 DMAC チャネル 5 の転送が完了すると、本関数が実行され、転送完了フラグをクリ

アします。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
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6.8 フローチャート 

6.8.1 メイン処理 
図 6.3にメイン処理のフローチャートを示します。 

g_spdout構造体変数に送信データ（オーディオデータ

およびユーザ情報、チャネルステータス情報）を設定します。

main

ユーザバッファの初期化

ルネサスSPDIF
インタフェースの初期設定

io_init_rspdif()

SPDIF受信を開始
io_spdin_start()

SPDIF送信を開始
io_spdout_start()

RSPDIFの送信モジュールおよび受信モジュールの動作を

許可します。

受信のDMA転送を許可します。

送信のDMA転送を許可します。

 

図 6.3 メイン処理 
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6.8.2 RSPDIF の初期設定 
図 6.4にRSPDIFの初期設定のフローチャートを示します。 

STBCR7レジスタ

MSTP76ビット ← 0 ：クロック供給許可

io_init_rspdif

RSPDIFのクロック供給許可

コントロールレジスタを設定レジスタクリア

SPDIFの通信方式を設定

割り込みコントローラの許可設定

return

STATレジスタ ← H'00000000
CTRLレジスタ ← H'00000000

CTRLレジスタ ← H'0680FFC0
CKSビット = 0 ：オーバサンプルクロックをAUDIO_X1に設定

PBビット = 1 ：パスバック（内部ループバック）を許可

RASSビット = B'10 ：受信オーディオサンプルビットを24ビットに設定

TASSビット = B'10 ：送信オーディオサンプルビットを24ビットに設定

REIEビット = B'1 ：受信エラー割り込み許可

TEIEビット = B'1 ：送信エラー割り込み許可

UBOIビット = B'1 ：受信ユーザバッファオーバラン割り込み許可

UBUIビット = B'1 ：送信ユーザバッファアンダーラン割り込み許可

CREIビット = B'1 ：クロックリカバリーエラー割り込み許可

PAEIビット = B'1 ：パリティエラー割り込み許可

PREIビット = B'1 ：プリアンブルエラー割り込み許可

CSEIビット = B'1 ：チャネルステータスエラー割り込み許可

ABOIビット = B'1 ：オーディオバッファオーバランエラー割り込み許可

ABUIビット = B'1 ：オーディオバッファアンダーランエラー割り込み許可

IPR18レジスタ

ビット3～0 ← 3 ：RSPDIFの割り込み要求を許可（優先レベル3）

RSPDIFの端子機能を設定

PGCR4レジスタ

PG19MDビット ← 3 ：RSPDIF_OUT機能を設定

PG18MDビット ← 3 ：RSPDIF_IN機能を設定

 

図 6.4 RSPDIF の初期設定 
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6.8.3 RSPDIF 送信の開始処理 
図 6.5にRSPDIF送信の開始処理のフローチャートを示します。 

TRCSレジスタ ← H'10200000
CHNOビット = 2 ：右チャネル

io_spdout_start

左チャネルのステータス情報を

データレジスタにライト

return

TUIレジスタ ← ユーザ情報（4バイト）

：サンプルコードではユーザ情報として文字列

を転送しますが、4バイトずつしかレジスタ

に設定できません。参照位置は、

g_spdout.u_idx変数で管理しています。

送信モジュールのDMA転送を許可
CTRLレジスタ

TDEビット ← 1 ：送信モジュールのDMA転送要求を許可

ユーザ情報の先頭 4バイトを

データレジスタにライト

設定の反映待ち

送信モジュールユーザ情報

割り込みを許可

ユーザ情報の送信を許可

オーディオデータの

DMA転送を設定
io_init_dmac4

io_reload_dmac4

CTRLレジスタ

AOSビット ← 0 ：送信ユーザデータレジスタにユーザ情報あり

CTRLレジスタ

TUIIビット ← 1 ：送信モジュールユーザ情報レジスタ

エンプティ割り込みを許可

TLCSレジスタ ← H'10100000
CLACビット =1 ：クロック精度 レベル1
FSビット = 0 ：サンプル周波数 44.1kHz
CHNOビット = 1 ：左チャネル

CATCDビット = 0 ：2チャネル汎用フォーマット

CTLビット = 0 ：2チャネルオーディオ、プリエンファシス禁止

コピー禁止、LPCM

STATレジスタ

TUIRビットとCSTXビットがともに0クリアされるまで待ちます

オーディオデータのDMA転送は、チャネル1とチャネル2を
交互に転送する必要があります。転送元の送信データは、

それに合わせて用意してください。

送信モジュールの動作を許可 CTRLレジスタ

TMEビット ← 1 ：RSPDIFの送信動作を許可

　（データを書き込む前に許可しておきます。）

右チャネルのステータス情報を

データレジスタにライト

送信モジュールの動作許可時に

要求が発生する割り込みを禁止

CTRLレジスタ 
TUIIビット ← 0 ：送信モジュールユーザ情報レジスタ

エンプティ割り込みを禁止

TCSIビット ← 0 ：送信モジュールチャネルステータス

レジスタエンプティ割り込みを禁止

TCBIビット ← 0 ：送信モジュールチャネルバッファ

割り込みを禁止

チャネル

ステータス

情報の設定

ユーザ情報

の設定

オーディオ

データ

の設定

 
【注】 レジスタへの書き込みは、（1）チャネルステータス情報、（2）ユーザ情報、（3）オーディオデー

タの順番で行ってください。 

図 6.5 RSPDIF 送信の開始処理 
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6.8.4 RSPDIF 受信の開始処理 
図 6.6にRSPDIF受信の開始処理のフローチャートを示します。 

io_spdin_start

受信モジュールチャネル

ステータスの割り込みを許可

return

受信モジュールのDMA転送を許可
CTRLレジスタ

RDEビット ← 1 ：受信モジュールのDMA転送要求を許可

受信モジュールユーザ情報の

割り込みを許可

オーディオデータの

DMA転送を設定
io_init_dmac5

io_reload_dmac5

CTRLレジスタ

RCSIビット ← 1 ：受信モジュールチャネルステータス

レジスタフル割り込みを許可

ユーザ情報格納用バッファの

インデックスを初期化

CTRLレジスタ

RUIIビット ← 1 ：受信モジュールユーザ情報レジスタフル

割り込みを許可

SPDIF受信を許可
CTRLレジスタ

RMEビット ← 1 ：RSPDIFの受信動作を許可

 

図 6.6 RSPDIF 受信の開始処理 

 

6.8.5 RSPDIF 送信のチャネルステータス変更処理 
図 6.7にRSPDIF送信のチャネルステータス変更処理のフローチャートを示します。 

io_spdout_change_status

送信モジュールチャネル

ステータス割り込みを許可

return（SPDIF_OK）

チャネルステータス情報の

更新を通知

更新処理中?

CTRLレジスタ

NCSIビット ← 1 ：新しいチャネルステータス情報あり

CTRLレジスタ

TCSIビット ← 1 ：送信モジュールチャネルステータス

レジスタエンプティ割り込みを許可

本関数実行前に、設定するデータをg_spdout.s_buf変数に書き込んでおきます。

return（SPDIF_ERR）
更新要求なし

（NCSI=0）

更新中（NCSI=1)

 

図 6.7 RSPDIF 送信のチャネルステータス変更処理 
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6.8.6 DMAC チャネル 4 の初期設定 
図 6.8にDMACチャネル 4 の初期設定のフローチャートを示します。 

STBCR2レジスタ

MSTP8ビット ← 0 ：クロック供給許可

io_init_dmac4

DMACのクロック供給許可

DMACチャネル4を動作禁止

転送方法を設定

転送要求元を設定

return

CHCR4レジスタ

DEビット ← 0 ：DMACチャネル4の動作を禁止

CHCR4レジスタ ← H'3010 1814
TCビット = 0 ：1回の転送要求で1回転送

RLDSARビット = 1 ：SARリロードON
RLDDARビット = 1 ：DARリロードON
TEMASKビット = 1 ：TEビットがセットされてもDMA転送を継続

HIEビット = 0 ：転送回数の半分を完了した際の割り込みを禁止

DMビット = B'00 ：デスティネーションアドレスは固定

SMビット = B'01 ：ソースアドレスは増加

RSビット = B'1000 ：転送要求元は拡張リソースセレクタ（DMARS）で選択

TBビット = 0 ：サイクルスチールモード

TSビット = B'10 ：ロングワード（4バイト）単位で転送

IEビット = B'1 ：転送完了割り込みを許可

転送元アドレスを設定
SAR4レジスタ ← g_spdout.a_buf
オーディオ送信用バッファの先頭アドレスを転送元に指定

転送先アドレスを設定
DAR4レジスタ ← &(SPDIF.TDAD)

RSPDIFの送信モジュールDMAオーディオデータレジスタを転送先に指定

転送回数を設定
DMATCR4レジスタ ← （192 * 2）
転送回数を384回に設定（1ブロック分のオーディオデータ）

DMARS2レジスタ

CH4ビット ← H'09 ：RSPDIFの送信モジュールを転送要求元に設定

全チャネル共通の設定
DMAORレジスタ ← H'0007

CMSビット = B'00 ：サイクルスチールモードはノーマルモードを選択

DMEビット = 1 ：全チャネルの動作を許可

割り込み優先レベルの設定
IPR07レジスタ

_DMAC4ビット ← 3 ：DMACチャネル4の転送完了割り込みに

優先度レベル3を設定（割り込み許可）

DMACチャネル4を動作許可 CHCR4レジスタ

DEビット ← 1 ：DMACチャネル4の動作を許可

 

図 6.8 DMAC チャネル 4 の初期設定 
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6.8.7 DMAC チャネル 5 の初期設定 
図 6.9にDMACチャネル 5 の初期設定のフローチャートを示します。 

STBCR2レジスタ

MSTP8ビット ← 0 ：クロック供給許可

io_init_dmac5

DMACのクロック供給許可

DMACチャネル5を動作禁止

転送方法を設定

転送要求元を設定

return

CHCR5レジスタ

DEビット ← 0 ：DMACチャネル5の動作を禁止

CHCR5レジスタ ← H'3010 4814
TCビット = 0 ：1回の転送要求で1回転送

RLDSARビット = 1 ：SARリロードON
RLDDARビット = 1 ：DARリロードON
TEMASKビット = 1 ：TEビットがセットされてもDMA転送を継続

HIEビット = 0 ：転送回数の半分を完了した際の割り込みを禁止

DMビット = B'01 ：デスティネーションアドレスは増加

SMビット = B'00 ：ソースアドレスは固定

RSビット = B'1000 ：転送要求元は拡張リソースセレクタ（DMARS）で選択

TBビット = 0 ：サイクルスチールモード

TSビット = B'10 ：ロングワード（4バイト）単位で転送

IEビット = B'1 ：転送完了割り込みを許可

転送元アドレスを設定
SAR5レジスタ ← &(SPDIF.RDAD)

RSPDIFの受信モジュールDMAオーディオデータレジスタを転送元に指定

転送先アドレスを設定
DAR5レジスタ ← g_spdin.a_buf

オーディオ受信用バッファの先頭アドレスを転送先に指定

転送回数を設定 DMATCR5レジスタ ← （192 * 2）
転送回数を384回に設定（1ブロック分のオーディオデータ）

DMARS2レジスタ

CH5ビット ← H'0A ：RSPDIFの受信モジュールを転送要求元に設定

全チャネル共通の設定
DMAORレジスタ ← H'0007

CMSビット = B'00 ：サイクルスチールモードはノーマルモードを選択

DMEビット = 1 ：全チャネルの動作を許可

割り込み優先レベルの設定
IPR07レジスタ

_DMAC5ビット ← 3 ：DMACチャネル5の転送完了割り込みに

優先度レベル3を設定（割り込み許可）

DMACチャネル5を動作許可 CHCR5レジスタ

DEビット ← 1 ：DMACチャネル5の動作を許可

 

図 6.9  DMAC チャネル 5 の初期設定 
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6.8.8 RSPDIF の割り込み関数 
図 6.10にRSPDIFの割り込みのフローチャートを示します。 

io_rspdif_isr

割り込みステータスをリードし

有効なビットを識別

return

CTRLレジスタで許可された割り込みのステータス情報を

STATレジスタから取得します。

STATレジスタをダミーリードして

フラグクリアが反映される時間を確保します。

未発生

その他の割り込み要因

送信ユーザ情報

エンプティ（TUIR=1）

割り込み要因フラグの

クリア時間確保

受信ユーザ情報フル

（RUIR=1）
送信チャネル

ステータスエンプティ

（CSTX=1）

受信チャネル

ステータスフル

（CSRX=1）

送信エラーは無効?

エラー発生?

有効（TEIE=1）

無効

（TEIE=0）
CTRLレジスタのTMEビットと

TDEビットをクリア

SPDIF送信を再開
io_spdout_start

送信モジュールの動作

およびDMA転送を停止

エラーフラグをクリア

発生

チャネルステータス情報を

データレジスタにライト

更新通知（NCSIビット）をクリア

チャネルステータス情報を

データレジスタからリード

未発生

受信エラーは無効?

エラー発生?

有効（REIE=1）

無効

（REIE=0）
CTRLレジスタのRMEビットと

RDEビットをクリア

クリア後にSTATレジスタをダミーリードして、

フラグクリアを待ちます。

SPDIF受信を再開
io_spdin_start

受信モジュールの動作

およびDMA転送を停止

エラーフラグをクリア

発生

クリア後にSTATレジスタをダミーリードして、

フラグクリアを待ちます。

ネゲート

（レジスタフル）

エンプティフラグが

ネゲートされたか?

ユーザ情報（4バイト）を

データレジスタにライト

最大で1フレーム分

待つ必要があります。

ユーザ情報（4バイト）を

データレジスタからリード

エンプティ

のまま

 

図 6.10  RSPDIF の割り込み関数 
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6.8.9 DMA 転送完了割り込み 
図 6.11にDMA転送完了割り込みのフローチャートを示します。 

io_dmac4_dei4_isr

return

転送完了フラグをクリア
CHCR4レジスタ

TEビット ← 0 ：転送完了フラグをクリア

割り込み要求フラグのクリア待ち
CHCR4レジスタをダミーリードして、TEビットクリアが

反映される時間を待ちます。

io_dmac5_dei5_isr

return

転送完了フラグをクリア
CHCR5レジスタ

TEビット ← 0 ：転送完了フラグをクリア

割り込み要求フラグのクリア待ち
CHCR5レジスタをダミーリードして、TEビットクリアが

反映される時間を待ちます。

 

図 6.11  DMA 転送完了割り込み 
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7. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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